
⒈黙字

以下の語の下線を引いたつづり字が黙字で、これらは発音しない。黙字については 年

度の発音問題で出題されているので、次に出た時のために、しっかりチェックしておこ

う。

①ａが黙字

ｺｳｺｳ ｢ｺｺｱ｣ ｲｰｿｯプ ｢ｲｿｯプ｣ ｲジｰｱﾝ ｢ｴｰゲ海 の ｣

ｴｽｾﾃｨｯｸｽ ｢美学｣ ｴｽｽｨｰﾄ ｢審美家｣

②ｂが黙字

ボﾑ ｢爆弾｣ ｸﾗｲﾑ ｢登る｣ ｺｳﾑ ｢ｸｼ｣ ﾗﾑ ｢小羊｣

ｻﾑ ｢親指｣ ﾄｩｰﾑ ｢墓｣ デｯﾄ ｢借金｣ ｲﾝデｯﾃｨド ｢借金がある｣

ダｳﾄ ｢疑う｣ ｻﾄﾙ ｢微妙な｣

上例を見てもわかるように、語尾の の は黙字になる。

③ｃが黙字

ｲﾝダｲﾄ ｢起訴す｣ ﾏｽﾙ ｢筋肉｣ ヴｨﾄｩﾙ ｢食料 を補給する ｣

④ｄが黙字

ﾊﾝｶﾁｰﾌ ﾊﾝｻﾑ ｳｪﾝズデｲ

⑤ｇが黙字

ﾚｲﾝ ｢統治､支配 する ｣ ｻｲﾝ ｢合図｣ デｨザｲﾝ ｢設計する｣

パﾗダｲﾑ ｢模範､例｣ ｿヴﾗﾝ ｢君主､王者｣

ｇの後に や がくるとｇは黙字になる
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⑥ｇｈが黙字

バｳ ｢大枝｣ ﾊｲﾄ ｢高｣ ｻﾗ ｢徹底的な｣

⑦ｈが黙字

ｴｱｰ ｢相続人｣ ｵﾈｽﾄ ｢誠実な｣ ｵﾅｰ ｢名誉｣

ｲグゾｰｽﾄ ｢消耗させる｣ ﾌｫｰﾘｯド ｢額 ひたい ｣ ﾚﾄﾘｯｸ ｢雄弁術｣

ヴｨｰｸﾙ ｢乗り物､車｣ ﾘズﾑ ｢ﾘズﾑ｣ ﾗｲﾑ ｢韻 いん ｣

ﾗｲﾝ ｢ﾗｲﾝ川｣ ｲグズｨビｯﾄ ｢展示する｣ ｱｳｱｰ ｢時間｣

⑧ｉが黙字

ﾌｫｽﾙ ｢化石｣ ﾄｰﾀｽ ｢ｶﾒ｣ ビズﾆｽ ｢仕事｣

⑨ｋが黙字

ﾆｰ ｢ひざ｣ ﾆｰド ｢ 粉･土を こねる｣ ﾆｰﾙ ｢ひざまづく｣ ﾅｲﾄ ｢騎士｣

ﾉｯｸ ｢ﾉｯｸ する ｣ ﾉｯﾄ ｢結び目｣

上例を見てもわかるように、語頭の の は黙字になる。

⑩ｌが黙字

ｶｰﾌ ｢子牛｣ ｶｰﾑ ｢穏やかな｣ ｶｰﾈﾙ ｢大佐｣ ｻｰﾑ ｢賛美歌｣

ｻﾓﾝ ｢ｻｹ｣ パｰﾑ ｢手の平｣ ﾌｫｳｸ ｢人々｣ ﾘﾝｶｰﾝ ｢大佐｣

⑪ｎが黙字

ｺﾗﾑ ｢柱､ｺﾗﾑ｣ ｺﾝデﾑ ｢非難する｣ ｵｰﾀﾑ ｢秋｣ ｿﾙﾑ ｢荘厳な｣

上例を見てもわかるように、語尾の の は黙字になる。
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⑫ｏが黙字

ﾚパｰド ｢豹｣ ﾘｰズﾝ ｢理由､理性｣

⑬ｐが黙字

ｶボｰド ｢食器戸棚｣ ｻｲｺﾛジｰ ｢心理学｣ ｻｲｷｯｸ ｢精神の｣

ﾘｽｨｰﾄ ｢領収書｣ ﾆｭｰﾓｳﾆｱ ｢肺炎｣ ｽｭｰドｳ ｢にせものの｣

ｽｭｰドﾆﾑ ｢ペﾝﾈｰﾑ｣ ﾀﾚﾒｲｲｸ ｢プﾄﾚﾏｲｵｽ朝の｣

ｺｰｧ ｢軍団｣

⑭ｓが黙字

ｱｲﾙ ｢通路｣ ｱｲﾗﾝド ｢島｣ ヴｧｲｶｳﾝﾄ ｢伯爵｣ デブﾘｰ ｢破片｣

⑮ｔが黙字

ｷｬｯｽﾙ ｢城｣ ﾌｧｽﾝ ｢締める｣ ﾍｲｽﾝ ｢急ぐ｣

ﾘｽﾝ ｢聞く｣ グﾘｯｽﾝ ｢輝く｣ ｿﾌﾝ ｢柔らかくする｣

ﾓｲｽﾝ ｢湿らせる｣ ﾗｽﾙ ｢ｻﾗｻﾗ音を立てる｣ ﾚｽﾙ ｢格闘する｣

バｽﾙ ｢忙しく動く｣ ﾌｩｲｽﾙ ｢笛を吹く｣ ﾊｽﾙ ｢せかす｣

ﾁｪｽﾅｯﾄ ｢栗 の実 ｣

⑯ｗが黙字

ｿｰド ｢剣｣ ﾗｲﾄ ｢書く｣ ﾚｯｸ ｢難破船｣ ﾚﾝﾁ ｢つねる｣

ﾗｽ ｢激怒｣ ﾛﾝグ ｢間違った｣ ﾚｽﾙ ｢格闘する｣ ﾘﾝｸﾙ ｢しわ｣

ﾎｳﾙ ｢全体 の ｣
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⒉発音・アクセントを間違えやすいカタカナ英語

ここでは、「センター英語９割ＧＥＴの攻略法」では掲載しきれなかった、発音・アク

セント問題で狙われやすいカタカナ英語を紹介していこう。

ə マリーン ʌ ドウナツ

ə  バザー メイド

æ æ ハンディキャプ コウド

æ ə ə バクテリア æ ə パテント

ə カセ ッ ト ə ギア

ɔ ə フォーワード ɔ ə ミトロパリス

ə  ハイゥラーキィ ə シガレット

日本語ではヒエラルキーというが、これは上下にピラミッド形に序列化された位階

制の秩序ないし組織のこと。軍隊や大組織の官僚制的秩序を指す。

ə ʒ アレィンジ ʒə レジャンド

レイズン ʌ ʒ スパンジ

ə タアウァル デイト

「タオル」のこと。

æ ə ə ə キャファティリァ

ɔ ə ʒ アイディオロジィ

日本語で「イデオロギー」と発音するので注意。
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リクルート トリーオゥ

ə ミーティァ ə ə アロウマ

「隕石」「流星」のこと。

ə ə アリーナ スィンドロウム

ə ə カリズマ ə ナイトメア

「カリスマ」「教祖的資質」のこと。 「悪夢」のこと。

æ  プラカード æ  ʒ カムフラージ

モゥゼイイク ŋ ɔ アンコール

ɔ ə ə ゴンダラ ə ə アミーバ

「ゴンドラ」のこと。 「アメーバ」のこと。

リサイタル ステインリス

「ステンレス」のこと。

ə ペナスィリン  スィナーリオゥ

「ペニシリン」のこと。 「シナリオ」のこと。

ə カスィーノゥ æ ə æ アクラバット

「カジノ」のこと。

ɔ ə ə コララ ɔ ə コレスタロウル

「コレラ」のこと。 「コレステロール」のこと。

ə アリﾑピク ə ə メインタナンス

「オリンピック競技の」という意味。「メンテナンス」のこと。

－５－

発音・アクセント資料



ʌ ハニムーン  ə マーマレイド

 サーディーン ə ʃ ネッカァチフ

「イワシ」のこと。 ちなみに も第一音節にア

クセントがある。

ə レイザー ə レイザー

「カミソリ」のこと。 「レーザー」のこと。

ə ə レパータリィ ɔ ə æ ə プロパガンダ

「レパートリー」のこと。

ɔ ə モナトゥン ə ə ディオウダラント

「モノトーン」のこと。 「デオドラント」のこと。

ə ブラウザァ ə ʌ ə カンサルタント

 ə コウアーラ ʒ ヴォゥルティジ

「コアラ」のこと。 「ボルテージ 電圧 」のこと。

æ ə アナーキィ ə ペイトラン

「無政府状態」のこと。 「後援者」「ひいき客」のこと。

ə ʃ ə ミニアチュア ə ə ヴァニラ

「バニラ」のこと。
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⒊同綴異義語

同綴異義語とは、同じ綴りでも、発音の仕方や品詞によって意味が変わる語のこと。

以下に頻出のものを挙げてみた。特に◎をつけた語はしっかり覚えておきたいネ。

{
ボｳ 名 ｢弓｣

{
ｲﾝｾﾝｽ 名 ｢香り｣｢賞賛｣

◎

バｳ 名 動 ｢お辞儀 する ｣ ｲﾝｾﾝｽ 動 ｢ を激怒させる｣

下線を引いた箇所がｱｸｾﾝﾄの位置｡名詞ではｱ

ｸｾﾝﾄは前､動詞ではｱｸｾﾝﾄは後ろになる｡

{
ｸﾚﾝﾘｰ 形 ｢きれいな｣

{
ﾘヴ 動 ｢生きる｣

◎ ◎

ｸﾘｰﾝﾘｰ 副 ｢きれいに｣ ﾗｲヴ 形 ｢生き生きした｣

{
ｸﾛｳズ 動 ｢閉じる｣

{
ﾏｳｽ 名 ｢口｣

◎

ｸﾛｳｽ 副 ｢接近した｣ ﾏｳズ 動 ｢口に加える｣

{
ｺﾝﾃﾝﾄ 名 ｢内容｣｢中身｣

{
ｵブジｪｸﾄ 名 ｢目的｣

◎

ｺﾝﾃﾝﾄ 形 ｢満足した｣ ｵブジｪｸﾄ 動 ｢反対する｣

下線を引いた箇所がｱｸｾﾝﾄの位置｡名詞ではｱ 下線を引いた箇所がｱｸｾﾝﾄの位置｡名詞ではｱ

ｸｾﾝﾄは前､形容詞ではｱｸｾﾝﾄは後ろになる｡ ｸｾﾝﾄは前､動詞ではｱｸｾﾝﾄは後ろになる｡

{
デザｰﾄ 名 ｢砂漠｣

{
プﾚｱｰ 名 ｢祈り｣

◎

デザｰﾄ 動 ｢見捨てる｣ プﾚｲﾔｰ 名 ｢祈る人｣

下線を引いた箇所がｱｸｾﾝﾄの位置｡名詞ではｱ

ｸｾﾝﾄは前､動詞ではｱｸｾﾝﾄは後ろになる｡
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{
ﾊｳｽ 名 ｢家｣

{
ｽｰｱｰ 名 ｢下水道｣

ﾊｳズ 動 ｢住宅を与える｣ ｿｳｱｰ 名 ｢縫う人｣

{
ｲﾝヴｧﾘｯド 形 ｢病弱な｣

{
ｻブジｪｸﾄ 名 ｢主題｣

◎

ｲﾝヴｧﾘｯド 形 ｢根拠のない｣ ｻブジｪｸﾄ 動 ｢服従させる｣

下線を引いた箇所がｱｸｾﾝﾄの位置｡ｱｸｾﾝﾄの位置 下線を引いた箇所がｱｸｾﾝﾄの位置｡名詞ではｱ

で意味が変わる｡ ｸｾﾝﾄは前､動詞ではｱｸｾﾝﾄは後ろになる｡

{
ｱｲｱﾆｨ 形 ｢鉄の｣

{
ﾃｨｱ 名 ｢涙｣

◎

ｱｲﾛﾆｨ 名 ｢皮肉｣ ﾃｱ 動 ｢引き裂く｣

動詞の は という活用をする｡

{
ﾚド 名 ｢鉛｣

{
ﾕｰｽ 名 ｢使用､効用｣

◎ ◎

ﾘｰド 動 ｢導く｣ ﾕｰズ 動 ｢使用する｣

{
ﾗｰﾝド 動 ｢ の過去｣

{
ｳｨﾝド 名 ｢風｣

◎ ◎

ﾗｰﾆｨｯド 形 ｢学問のある｣ ﾜｲﾝド 動 ｢巻く｣

{
ﾐﾆｯﾄ 名 ｢分､瞬間｣

{
ｳｰﾝド 名 ｢傷｣

◎ ◎

ﾏｲﾝﾕｰﾄ 形 ｢詳細な､わずかな｣ ﾜｳﾝド 動 ｢ の過去｣

{
ﾛｳ 名 ｢列､並び｣

{
ｿｳ 動 ｢種を蒔く｣

ﾗｳ 名 ｢喧嘩｣ ｻｳ 名 ｢雌豚｣
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{
ﾕｰズド 動 ｢ の過去･過去分詞｣

{
ｾパﾚｲﾄ 動 ｢区分する｣

◎

ﾕｰｽﾄｩ 形 ｢ に慣れている｣｢ｰしたものだ｣ ｾパﾘｯﾄ 形 ｢分離した｣

この は｢ﾕｰズド｣｡

この機械はその車を掃除するために使われる

僕は早起きすることになれている この は｢ﾕｰｽﾄ｣｡

この も｢ﾕｰｽﾄ｣｡

若いころは早起きをしたものだった
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⒋同音異義語

同音異義語とは、発音は同じなのに、綴りや意味が異なる語のこと。◎のついたものに

ついてはおさえておきたいネ。

{
「空気」

{
「見捨てる｣｢砂漠｣

◎ ə ◎ ə

ｴｱｰ 「相続人」 デｨザｰﾄ 「デザート」

{
「大枝」

{
「死ぬ」

◎

バｳ 「お辞儀 する 」 ダｲ 「染める」

{
「熊｣

{
「当然の」

ə 「持つ、耐える」

ベｱｰ 「裸の」 ドｭｰ 「露」

{
「ベリー 果実 」

{
「公平な」

◎ ə

ベﾘｨ 「埋める」 ﾌｪｱｰ 「料金」

{
「青い」

{
「汚れた」

ブﾙｰ 「吹いた」 ﾌｧｳﾙ 「鶏」

{
「ブレーキ」

{
「毛」

◎ ə

ブﾚｲｸ 「壊す」 ﾍｱ 「野うさぎ」

{
「粗末な」

{
「穴」

ɔ

ｺｰｧｽ 「進路」 ﾎｩﾙ 「全て の 」
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{
「地下室」

{
「会館、玄関」

ə ɔ

ｾﾗ 「販売人」 ﾎｰﾙ 「引っ張る」

ﾍｲﾙ ｢ 老人が 健康な｣

{
「きしむ音」

{
「彼に」

ｸﾘｰｸ 「小川」 ﾋﾑ 「賛美歌」

{
「セント」

{
「怠けた」

「 の過去形･過去分詞形｣ ◎

ｾﾝﾄ 「香り」 ｱｲドﾙ 「偶像」

{
「小さな部屋、細胞」

{
「鍵」

◎

ｾﾙ 「売る」 ｷｰ 「波止場」

{
「教訓、授業」

{
「平面｣｢飛行機」

ﾚｽﾝ 「減少する」 プﾚｲﾝ 「明白な、質素な」

{
「郵便」

{
「雨」

「統治 する 」

ﾒｲﾙ 「男性 の 」 ﾚｲﾝ 「手綱」

{
「朝」

{
「権利」

ɔ ŋ 「儀式」

ﾓｰｧﾆﾝグ 「悲しみ」 ﾗｲﾄ 「書く」
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{
「市長」

{
「根」

ə

ﾒｱ 「ろば」 ﾙｰﾄ 「行路」

{
「炭坑夫」

{
「帆」

ə

ﾏｲﾅｰ 「少数派の」 ｾｲﾙ 「販売」

{
「夜」

{
「光景」

「引用する」

ﾅｲﾄ 「騎士」 ｻｲﾄ 「敷き地、遺蹟」

{
「知る」

{
「唯一の」

ﾉｳ 「いいえ」 ｿｳﾙ 「魂、人間」

{
「一つ の 」

{
「種を蒔く」

ʌ 「それで」

ﾜﾝ 「 の 」 ｿｳ 「縫う」

{
「一対」

{
「海峡」

◎ ə

ペｱｰ 「梨」 ｽﾄﾚｲﾄ 「真っすぐな」

{
「手桶」

{
「物語」

ペｲﾙ 「青白い」 ﾃｲﾙ 「尾」

{
「平和」

{
「～を通じて」

θ

ピｰｽ 「一片」 ｽﾙｰ 「 の 」
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{
「通路」

{
「 の過去・過去分詞」

ə

ｱｲﾙ 「島」 ﾊｰド 「群れ」

{
「声を出して」

{
「癒す」

ə

ｱﾗｳド 「 の 」 ﾋｰﾙ 「かかと」

{
「上昇」

{
「神聖な」

ｱｾﾝﾄ 「同意する」 ﾎｩﾘｨ 「まったく」

 ﾊﾘｨ ｢西洋ひいらぎ｣

{
「基底」

{
「会議」

ベｲｽ 「低音部」 ｶｳﾝｽﾙ 「相談」

{
「パン」

{
「無益な」

◎

ブﾚド 「 の 」 ヴｪｲﾝ 「静脈」

{
「親愛なる」

{
「浪費する」

ə ◎

デｨｱ 「鹿」 ｳｪｲｽﾄ 「腰」

{
「下降」

{
「方法」

◎ 「重さが～ある」

デｨｾﾝﾄ 「不同意」 ｳｪｲ 「重さが～ある」
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{
「形式的に」

{
「首都｣｢資本｣

ɔ ə æ ə

ﾌｫｰﾏﾘｨ 「以前は」 ｷｬプﾄﾙ 「議事堂」

{
「砦」

{
「大佐」

ɔ ə ə

ﾌｫｰﾄ 「 の 」 ｶｰﾅﾙ 「核」

{
「小麦粉」

{
「核心」

◎ ə ɔ

ﾌﾗｳｧｰ 「花」 ｺｱ 「軍団」

{
「うなる」

{
「弦」

ɔ

グﾛｳﾝ 「 の 」 ｺｰド 「ひも」

{
「原因」

{
「割譲」

ɔ ʃ

ｺｰズ 「軍団」 複数 ｾｼｮﾝ 「開会｣｢会議｣

{
「補語」

{
「譲渡する」

ɔ ə ə

ｺﾝプﾙﾒﾝﾄ 「お世辞」 ｼｰド 「種子」

{
「登る」

{
「場面」

ｸﾗｲﾑ 「風土」 ｼｰﾝ 「 の過去分詞」

{
「節」

{
「穀物」

ɔ ə

ｸﾛｰズ 「つめ」 複数 ｼﾘｱﾙ 「続き物」
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{
「鉛」

{
「 の過去形」

ɔ 「舞い上がる」

ﾚド 「 導く の過去形」 ｿｰ 「痛い」

{
「貸付金」

{
「 鋸で引く の過去形」

ɔ

ﾛｳﾝ 「淋しい」 ｿｰド 「剣」

{
「山頂」

{
「ソース」

ɔ

ピｰｸ 「覗く」 ｿｰｽ 「根源」

{
「 の過去形」

{
「動かない」

 ʃ ə

パｽﾄ 「過去の」 ｽﾃｲｼｮﾅﾘｨ 「文房具」

{
「仲間」

{
「杭」

ə ◎

ピｱ 「埠頭」 ｽﾃｲｸ 「ステーキ」

{
「祈る」

{
「階段の一段」

ə

プﾚｲ 「餌食」 ｽﾃｪｱ 「じっと見つめる｣

{
「役割」

{
「盗む」

ﾛｳﾙ 「転がる」 ｽﾃｨｰﾙ 「鋼鉄」
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{
「一続きの部屋」

{
「阻止する」

ʃ

ｽｩｲｰﾄ 「甘い」 ﾁｪｯｸ 「小切手」

{
「毛を刈り取る」

{
「谷」

ʃ ə

ｼｱｰ 「まったくの」 ヴｪｲﾙ 「ベール」

{
「警告する」

{
「弱い」

◎ ɔ

ｳｫｰﾝ 「 の過去分詞」 ｳｨｰｸ 「週」

{
「どれも 誰も ～ない」

ʌ

ﾅﾝ 「修道女」

ちなみに「修道士」は ʌŋ 。
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⒌品詞の変化によるアクセントの移動

という単語を知ってるカナ この単語は、名詞としては「内容」という意味

があり、形容詞としては「満足した」という意味があるんだ。こんなふうに、英単語の

中には、１つの単語が複数の品詞になりうるというものがよくある。そして更にやっか

いなのは、（スペルは同じでも）品詞によってアクセントの位置が変化するものがある

ってことなんだ（もちろん変化しないものも後述するように存在する。これまたやっか

い）。

どの単語がどう変化するかということは、それぞれ覚えていくしかないんだけど、そ

れでも一応のルールはある。ではこれからそれを紹介しよう。

めいぜんどうご けいぜんどうご

⑴ルールその１：「名前動後」「形前動後」

「名前動後」ってなにかというと、要するにスペル つづり は同じでも、品詞が名詞

の場合にはアクセントが前にあり、品詞が動詞の場合にはアクセントが後に移動する

という単語のこと。「形前動後」も同様で、スペル つづり は同じでも、品詞が形容

詞の場合にはアクセントが前にあり、品詞が動詞の場合にはアクセントは後に移動す

るという単語のこと。

とりあえずどういった単語がこのルールに当てはまるのか、その代表的なものを下に

挙げてみた。◎印の単語については特に頻出なのでしっかりおさえておきたいネ。

{
ｱﾄﾘビｭｰﾄ 名 ｢属性｣｢特質｣

{
ｺﾝﾌﾘｸﾄ 名 ｢闘争｣

◎ ◎

ｱﾄﾘビｭｰﾄ 動 ｢～のせいにする｣ ｺﾝﾌﾘｸﾄ 動 ｢闘争する｣

{
ｱブｾﾝﾄ 形 ｢欠席して｣

{
デザｰﾄ 名 ｢砂漠｣

◎ 形 ｢無人の｣

ｱブｾﾝﾄ 動 ｢欠席させる｣ デｨザｰﾄ 動 ｢見捨てる｣

{
ｺﾝダｸﾄ 名 ｢行為｣｢指揮｣

{
ｴｸｽﾄﾗｸﾄ 名 ｢ｴｷｽ｣

◎ ｢抽出物｣

ｺﾝダｸﾄ 動 ｢導く｣｢指揮する｣ ｴｸｽﾄﾗｸﾄ 動 ｢抜粋する｣
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{
ｲﾝｸﾘｰｽ 名 ｢増加｣

{
ｴｸｽポｰﾄ 名 ｢輸出｣

◎

ｲﾝｸﾘｰｽ 動 ｢増加する｣ ｴｸｽポｰﾄ 動 ｢輸出する｣

 も同様にｱｸｾﾝﾄの位置が移動する｡

{
ｺﾝﾃｽﾄ 名 ｢闘争｣｢ｺﾝﾃｽﾄ｣

{
ﾚｺｰド 名 ｢記録｣

◎

ｺﾝﾃｽﾄ 動 ｢異義をはさむ｣｢争う｣ ﾘｺｰド 動 ｢記録する｣

{
ｵブジｪｸﾄ 名 ｢目的｣｢対象｣｢物｣

{
パｰﾌｪｸﾄ 形 ｢完全な｣

◎

ｵブジｪｸﾄ 動 ｢反対する｣ パｰﾌｪｸﾄ 動 ｢完成する｣

{
プﾚゼﾝﾄ 名 ｢プﾚゼﾝﾄ｣

{
ｻｽペｸﾄ 名 ｢容疑者｣

◎ 形 ｢現在の｣｢出席して｣ 形 ｢怪しい｣

プﾘゼﾝﾄ 動 ｢贈る｣｢表す｣ ｻｽペｸﾄ 動 ｢疑う｣

{
プﾛドｭｰｽ 名 ｢生産量 額 ｣

{
ﾄﾗﾝｽポｰﾄ 名 ｢輸送｣

プﾛドｭｰｽ 動 ｢生産する｣ ﾄﾗﾝｽポｰﾄ 動 ｢輸送する｣

{
プﾛｳグﾚｽ 名 ｢進歩｣

{
プﾛｳﾃｽﾄ 名 ｢抵抗｣

◎

プﾛグﾚｽ 動 ｢進歩する｣ プﾛﾃｽﾄ 動 ｢主張する｣｢抗議する｣

{
ｻブジｪｸﾄ 名 ｢主題｣

{
プﾛｳジｪｸﾄ 名 ｢企画｣

◎ 形 ｢～にかかりやすい｣ ｢計画｣

ｻブジｪｸﾄ 動 ｢～を支配する､服従させる｣ プﾛジｪｸﾄ 動 ｢投影する｣

｢企画 計画 する」

その他 ｢反乱 を起こす ｣ ｢対照 させる ｣ ｢移転 させる ｣

｢印象 を与える ｣ ｢許可証｣｢許可を与える｣

実際２音節からなる動詞のほとんどは第二音節にアクセントがある。例外は以下。
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めいぜんけいご

⑵ルールその２：「名前形後」

次に、スペル つづり は同じでも、品詞が名詞のときはアクセントが前、形容詞の

ときはアクセントが後にくるという単語がある。これも頻出のものをリストアップ

してみよう。

{
ｺﾝﾃﾝﾄ 名 ｢内容｣｢中身｣

ｺﾝﾃﾝﾄ 形 ｢満足している｣ ｢ に満足している｣

{
ﾐﾆｯﾄ 名 ｢分｣

 は品詞によって発音も大きく変化

ﾏｲﾝﾕｰﾄ 形 ｢微細な｣｢綿密な｣ する点に注意

{
ｲﾝｽﾃｨﾝｸﾄ 名 ｢本能｣

ｲﾝｽﾃｨﾝｸﾄ 形 ｢ 生気等に 満ちあふれた｣

以上２つのルールを見て言えることは、品詞によってアクセントが変化する場合、

①名詞のときはアクセントは必ず前にくる→「名前動後」「名前形後」

②動詞のときはアクセントは必ず後にくる→「名前動後」「形前動後」

という２点だ。

⑶ルールその３：「名前動後」の例外

英単語の中には、名詞形と動詞形で、スペルはもちろんアクセントの位置も変わらな

いというものもある。これも以下に頻出のものをリストアップしてみた。全部は大変
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だという人も◎のついた単語についてはおさえておきたいネ。

◎ バﾗﾝｽ ｢釣り合い をとる ｣ パｰﾁｪｽ ｢購入 する ｣

◎ ｺﾝﾌｫｰﾄ ｢慰め る ｣ プﾛﾌｨｯﾄ ｢利益 となる ｣

◎ ｺﾒﾝﾄ ｢批評 する ｣ プﾛﾐｽ ｢約束 する ｣

◎ ｺﾝｾﾝﾄ ｢同意 する ｣ ﾘｽペｸﾄ ｢尊敬 する ｣

◎ ｺﾝﾄﾛｳﾙ ｢支配 する ｣ ﾘﾘｰｽ ｢解放 する ｣

デｨベｲﾄ ｢討論 する ｣ ﾘポｰﾄ ｢報告 する ｣

デｨﾗｲﾄ ｢大喜び させる ｣ ﾘﾏｰｸ ｢言葉 を述べる ｣

ﾆグﾚｸﾄ ｢無視 する ｣
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